
日本のボウリング場第1号は、1861年（文久元年）6月22日、長崎に開業した『インター
ナショナルボウリングサロン』というのが、長く語られてきた定説だった。しかしそれ
に疑問を感じた高田誠さんが、10年に及ぶ調査・研究の結果、それを覆すいくつかの新
事実を発見、1冊の本『ボウリング発祥の地の謎』（非売品）にまとめた。仕事場におじゃ
まして、その発見までの経緯をうかがった。

本題に入る前に、まずはご自
身のこれまでの歩みを振り返っ
ていただいた。生まれは1935
年（昭和10年）5月24日、現
在85歳だ。少年時代は野球に
打ち込み、高校卒業後は、一浪
の末に早稲田大学に合格、野球
部に入部する。
「佐世保北高でそこそこ打っ
ていたから、早稲田でも通用す
ると思ったけど、井の中の蛙で、
自分より下手なのはほとんどい
なかった（笑）。レギュラーには
ほど遠かったで
すよ」
ボウリングと
の出合いは１年
生のとき。早慶
戦の入場切符の
もぎりをした帰
りに、神宮球場
のそばにあった
東京ボウリング
センター（1952
年開場）に、仲間
と面白そうなの
があるからやっ
てみようと行っ
たのが最初だった。
「ゲーム料金が120円、入会
金が3万円でした。当時の東京
ボウリングセンターは、社員の
多くが早稲田の応援団出身だっ
たので、ゲーム代だけでやらせ
てもらえた。といってもラーメ
ン1杯が25円程度の時代に1
ゲーム120円ですから、気軽
にできる遊びではなかった」
熱中するようになるのは社会
人になってからだったが、運動
をずっとやってきただけに、上
達は早かった。東京都代表とし
て全日本選手権のチーム戦で優
勝の記録もある。ただボウラー
としてよりも、日本におけるド
リラーの草分けとしての存在の
方が有名だろう。
「東京ボウリングセンターで
一緒に投げていたなかに、現在
のＡＢＳの渡邉保会長がいて、
コロンビアというボールを輸入
して売るから一緒にやろうとい
われた。ボールを売るとなると、

それをボウリング場といってい
いものかどうか…」
現在のボウリングレーンの規
格に近いものが設置されたと推
測できるのは、1873年（明治
6年）のゲルマニアボウリング
サルーン（後の長崎ボウリング
倶楽部）の誕生まで待たなけれ
ばならない。
「ゲルマニアボウリングサ
ルーンも、何フィートだったか
はどこにも書いていない。とこ
ろが工事を請け負った大工が、
賃金の未払いで訴えた訴訟記録
が残っていた。その訴状の中に
長さ90尺、幅4尺ぐらいの…、
ということが書いてある。90
尺（約27メートル）っていうの
は長すぎるけど、アプローチや
ピンデッキまで入れて、大雑把
に書いたのではないかと思いま
す。いずれにしてもバーに設置
されていたような小型のもので
はなく、現在のボウリングにつ
ながるような本格的なものだっ
たことは想像できる。そういう
意味で、個人的にはこちらの方
が“日本ボウリング発祥の地”
ではないかと思っています」
そうした調査・研究の成果を、
最初の渡来がなぜ長崎だったの
かという時代考証も含め、1冊
にまとめたのが『ボウリング発
祥の地の謎』だが、市販されて
いないのがなんとも残念だ。
「歴史というものは、どこか
でだれかが一度間違ってしまう
と、その間違いがどんどん拡散
してしまい、実際とかけ離れた
歴史になってしまう。間違うに
はそれなりの理由があったと思
うので、それを責めるつもりは
ありません。ただ修正すべきと
ころは修正し、後世に正しい歴
史を残したいと願っています」

▲高田誠さん。㈱プロフェッショナルボウリングアカデミー代表として、現在も
　ボウラーの相談に乗る一方、日本オリンピック委員会の情報・戦略強化スタッ
　フなどの肩書も持つ

『ボウリング発祥の地の謎』を自費出版──高田誠氏に聞く

日本ボウリング発祥の新事実を発掘

日付の英字紙『ナガサキシッピ
ングリスト・アンド・アドバタ
イザー』に“インターナショナ
ルボウリングサルーンが6月
22日に、ヒロババストリート

にオープンした”と
いう、開業あいさつ
の広告が掲載されて
いるのが発見され
た。日本ボウリング
場協会は、1972年
（昭和47年）に、そ
の6月22日を“ボウ
リングの日”と制定
し、今日に至ってい
る。さらに1974年
には、新たな資料の
発掘や証言を加え
て、ＮＨＫ総合テレビ
で『文久元年のボウ
リング』として放映
され、広く認知され
ることになる。
「番組内で、日本ボ
ウリング発祥の地と
して1枚の写真が紹
介され、その写真が
今日まで、多くの出
版物などで引用され
てきました。ただ一
見してそれは、広告
に記載されている住
所のヒロババスト
リートではないとわ
かったし、地元の人
に見せても、これは

大浦だよって言われる。ヒロ
ババと大浦は3～4キロ離れ
ているんです」
調査をしていくうちに、長

崎大学附属図書館の写真資料
の中にその写真を発見。
1870年（明治3年）に上野彦
馬氏が大浦11番地の下がり
松橋を撮影したものらしく、
後ろに写っているのは、ドイ
ツのテキストル商会の建物
（右はリンガー商会）というこ
とまで判明した。
「それではインターナショ
ナルボウリングサルーンは、
一体どこにあったのかという
ことですが、現在の籠町の一
角だろうというところまでし
か突き止めることができませ
んでした」
発祥の地に対するこれまで

の定説に疑念を抱き、調査を
進めていくうちに、さらに新
しい事実を発見する。

日本人ドリラーの先駆者

▲インターナショナルボウリングサルーンの開
　業挨拶の広告が掲載された英字新聞。すぐ
　上にはコマーシャルホテルの広告が掲載さ
　れている

▲現在の規格に近いレーンが設置されたゲルマニアボウリングサルーン（後
　の長崎ボウリング倶楽部／アメリカ国立公文書館所蔵）

発祥の地の写真に疑念

私が思う真の発祥の地
コマーシャルホテルもそうだ
が、ホテルとはいうものの、こ
の当時は宿泊できるような施設
ではなく、外人専用のバーの名
称として使われていたようだ。
「しかも日本家屋を間借りし
ていたもので、現在のような長
さのレーンを設置できるような
奥行きはなかった。したがって、
ヨーロッパからきたスキットル
ズといわれる、20フィート（約
6メートル）前後の小型のレー
ンで、お酒を飲みながら賭博を
楽しむような施設だったのでは
ないかと想像されます。だから

▲インターナショナルボウリングサルーン（中央のバルコニー付
　きの建物）を撮影したものと伝えられてきたが、間違いである
　ことを確認（長崎大学附属図書館所蔵）

穴の開け方を覚えなきゃ…とい
うのが、ドリルの世界に足を踏
み入れるきっかけでした。アメ
リカに行って、アルバイトをし
ながら勉強もしました。好きな
ことをやっているので、苦労で
も何でもなかったですよ」
㈱日本ブランズウィック社と

契約し、40年にわたり全国を
キャラバンで回った。また国内
のみならずアジア各国にも出向
いて、ドリラーやインストラク
ターの育成にも力を注いだ。そ
の高田さんが、なぜボウリング
の発祥に関心を持ったのか…。
「長崎は私が生まれ育った故
郷。そこを舞台にした話がいい
かげんでは困るという、大げさ
にいえば怒りが、私を調査に駆
り立てたんです（笑）」

▲約10年間の調査・研究の成果
　『ボウリング発祥の地の謎』を手
　にする髙田さん。非売品だが、国
　会図書館や長崎県立図書館など
　に収蔵されている1861年（文久元年）7月10

「これは私の大発見で、自慢
をしてもいいと思うけど（笑）、
インターナショナルボウリング
サルーン開業の広告のすぐ上
に、コマーシャルホテルの広告
が掲載されていて、よく読むと、
2レーン設置されていると書い
てある。だからこちらの方が、
インターナショナルボウリング
サルーンよりも古いと考えるの
が妥当だと思います」
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